
会 議 録 

会議名 平成 27年度第３回東浦町社会教育委員会 

開催日時 
平成 28年３月 10日（木） 

 午前 10時から 11時 35分まで 

開催場所 東浦町文化センター２階視聴覚室 

出席者 

委員 

石原弘幸氏、鈴木万里子氏、田頭美紗子氏、 

松下玲子氏、天野圭二氏、中村建志郎氏、 

中村浩二氏、久米 弘氏、平井伸幸氏、 

神谷真由美氏、田島由美子氏、杉浦義治氏 

事務局 

教育長、教育部長、生涯学習課長、図書館長、 

スポーツ課長、生涯学習課長補佐、文化財係長、 

生涯学習指導員 

欠席者 なし 

議題 
１ 平成 28年度教育部予算について 

２ その他 

傍聴者の数 なし 

審議内容 

◆生涯学習課長 

次第に従い、会議を進める。 

最初に委員長、教育長からあいさつ。 

 

◇委員長 

（あいさつ） 

 

◆教育長 

            （あいさつ） 

 

◇委員長 

 次第に従い、議事を進める。議題１「平成 28年度教育部予算に

ついて」を議題とし、はじめに、生涯学習課の説明を求める。 

 

◆事務局 

 配付資料に基づき説明。 

・高齢者教育事業委託料。昨今の高齢者人口の増加している中

で、高齢者の自主的な学習や地域参加を促すことも生涯学習

の役割であると考え、来年度も老人クラブ連合会に委託する。 

 ・第 31回国民文化祭が愛知県で開催。東浦町では、10月 30日(日)

に「祭り囃子フェスタ」を実施する。 

・文化センターのトイレ改修をする。 

・子ども対象の昔体験教室を開催する。 



・村木砦の戦いのパンフレットの増刷を予定する。 

  

◇委員長 

 事務局の説明を受けて、委員の意見を募る。 

 

◇委員 

 婦人会に入っている人数は、少ないと聞いている。補助金の金

額と事業内容を検討する必要があるのではないか。 

 

◆事務局 

 27 年度は東浦町婦人会連絡協議会に、藤江と生路、石浜、緒川

が参加している。27 年度は補助金を使って町内の婦人のみなさん

向けに、２事業、講演会・研修会を行った。産業祭りでは、26 年

度に実施したアンケートを基にした展示を行った。月に１回のペ

ースで、会合を開いている。 

 

◇委員 

前町婦連会長の立場から、今年の動きと来年に向けての動きに

ついて話をさせていただきたい。藤江では定期的に 12名が参加し

ている。生路も 20人弱。石浜は 10名を切っている。緒川は 30名

弱の参加である。婦人会自体は、「町内の婦人のみなさん全員が会

員であり、今年はこの方たちが代表でやっている。」という考え方

で進めてきている。協議会としては町内全体の婦人のみなさんに

参加していただけるような講演をしたいということで、27 年度は

広報をとおして一般募集をした。また、27 年度まで３年間にわた

って産業祭りの場で啓発活動をしたり、アンケートを行ったりも

してきた。先般の会合では、来年度も一般の方たちが参加できる

ような事業をしていきたいという意見が出ていた。 

 

◇委員長 

 成人式の形態について、来年度の形態は今年度と同様か。 

 

◆事務局 

 結論から言うと、来年度も今年度と同様に進めていきたいと考

えている。成人式の形態について、東浦町も含めて知多５市５町

の状況を調べた。８つの市町が成人式と出初め式を同じ日に開催

していた。２つの市町は別の日に開催していた。成人式と出初め

式を同じ日に開催している市町では、出初め式を先に、成人式を

後で実施しているところもあった。出初め式に参加する人の時間

の都合や成人式の内容、時間の割り振りなどを見つめ、ご意見の

あったような形態で実施できるかどうか検討していきたい。 

 

 



◇委員 

 明日、東日本大震災の発生から５年目を迎える。マスコミでは、

消防団の活躍がクローズアップされていた。新成人に消防団の活

動の様子を見せることができたらと思う。来賓がやむを得ず成人

式をぬけて出初め式に参加することを知らせるとともに、出初め

式の様子を紹介することもよい。若者たちの地域活動への参画を

促すことにつなげることができると思う。 

 

◇委員長 

 生涯学習課へのさらなる意見がないことを確認し、続いて図書

館の説明を求める。 

 

◆事務局 

図書館に係る予算について、配付資料に基づき説明。 

・開館日数を増加するとともに、開館時間を延長する。 

・居場所づくり事業を行う。 

・ブックスタート事業を拡大する。 

 

◇委員長 

 事務局の説明を受けて、委員の意見を募る。 

 

◇委員 

 高齢者用の昔話や紙芝居を増やしてほしい。大府まで借りに行

かないといけない。季節で読む絵本・紙芝居も以前からなかなか

変わっていない。ボランティア団体との交流の場を増やし、さら

に意見を聞くようにしてほしい。 

 

◆事務局 

 高齢者用の紙芝居は、第１回の委員会の場でご意見をいただき、

少しではあるが入れた。今後も増やしていきたい。交流会も実施

していくが、個別でもよいので購入するとよい本を教えていただ

けるとありがたい。 

 

◇委員長 

 高齢者の方と子どもさんたちが一緒に紙芝居を見るのか。 

 

◇委員 

赤ちゃん絵本を使ったお話コーナーがある。生まれて間もない

赤ちゃんから保育園に入るまでの子どもとお母さんを対象に行わ

れている。常時 10～15名が参加している。最近は、そこに高齢者

の方も一緒にみえることが多くなった。 

 

 



◇委員長 

 それは月にどれぐらいの割合で実施されているのか。 

 

◆事務局 

 お話コーナーは毎週水曜日と隔週の土曜日に実施している。月

に６回ほど実施していることになる。やはり参加は多い。 

 

◇委員 

 お話コーナーはよく利用されている。近隣市町の方の利用も多

く、本町図書館の居心地がよいようである。母親の癒しの場にも

なっている。 

 

◇委員長 

 昔話の紙芝居のようなものがあるのか。 

 

◆事務局 

 今までは紙芝居というと子ども向けのものだったが、高齢者の

方の読み聞かせに利用される方もいらっしゃる。少しずつでも増

やすように努めているところである。 

 

◇委員 

 今の子どもたちは、昔話をあまり聴いてきていないので、返っ

て新鮮な気持ちで聴いてくれる。高齢者の方の参加もあって入り

きれないぐらいのときもある。 

 

◇委員 

 ブックスタート事業についてうかがいたい。４か月児健診の手

伝いをするようになって、保健師の方たちが活躍しているところ

を目にしている。昨年辺りから一人一人に懇切に対応するように

なり、変わってきた。お話コーナーに向かう足が増えたことも実

感している。そこで、絵本を配付するに至った経緯とメリット、

期間について尋ねたい。 

 

◆事務局 

 ブックスタートはこれまで絵本を配付するのではなく、図書館

に来てくださいという形でやってきた。数年前から絵本を配付す

ることができたらという声が上がるようになったが、予算の関係

もあってなかなか実現しなかった。来年度、図書館 25周年という

こともあって、ブックスタート事業を拡大して絵本を配付するこ

とにした。４か月児健診と１才６か月児健診でブックスタートが

できるようになった。健康課と児童課とタイアップして、子育て

支援の一つとして実施する。単年度で終わることなく、継続して

いきたい。 



 

◇委員 

１セット、どれぐらいの価格なのか。 

 

◆事務局 

 １セット、500円から 800円ぐらいである。本によって金額は違

う。ブックスタートとして購入すると、比較的安価に手に入る。 

 

◆事務局 

 ブックスタートを行うきっかけについて補足したい。生まれた

ときには保健センターの職員が個別訪問をし、その後の健診時に

保健センターに来てもらっている。しかし、他の行政機関とのつ

ながりは途絶えてしまうことが多い。そんな中、他の自治体の事

例を参考に、健診以外で行政とのかかわりをもっていただくこと

をねらって、ブックスタートで絵本を配付することにした。保健

センターで行われる４か月児健診や１才６か月児健診の場で引き

替え券をもらい、図書館や子育て支援センター、児童館で絵本と

引き替えていただく。保健センター以外のところへ導くための方

法の一つである。これをきっかけにして、図書館や子育て支援セ

ンター、児童館へ通っていただけるようになればありがたい。 

 

◇委員長 

居場所づくりをどのように行っていくのか説明してほしい。 

 

◆事務局 

 昨年行われた講演会をきっかけに、外国籍の方の居場所や引き

こもり・不登校の子たちの居場所がどこかにないかという話題に

なった。外国籍の方は日本語は読めなくても漫画は見えるだろう。

漫画本を寄贈で集めさせていただき、陳列しておけば見ていただ

ける。日本の子たちも漫画を見たい。図書館にはいろいろな本が

あり、格好の場所である。また、２階の和室があまり利用されて

いないので、一層利用していただけるように、和室を居場所にす

るという考えになった。 

 

◇委員長 

 常時開いているのか。 

 

◆事務局 

常時開いている。どんどん利用していただきたい。相談員も置

き、相談業務も行う。 

 

◇委員長 

 図書館へのさらなる意見がないことを確認し、続いてスポーツ



課の説明を求める。 

 

◆事務局 

スポーツ課に係る予算について、配付資料に基づき説明。 

 ・マラソン大会で使用するスタッフジャンパーを購入する。 

・スポーツ推進委員のユニフォームを更新する。 

 ・体育館・はなのき会館管理費。利用者が快適安全な環境の中

でスポーツ活動に行えるように、施設の管理整備を行う。 

 ・学校体育施設スポーツ開放費。地域住民が学校施設を利用し

て身近な場所でスポーツ活動が行えるように維持管理してい

く。 

  

◇委員長 

 事務局の説明を受けて、委員の意見を募る。 

 

◇委員長 

 みどり浜緑地多目的広場は、よく利用されている。芝生の傷み

はないのか。 

 

◆事務局 

 まず利用率についてお話したい。昨年 7 月から 1 月まで開放し

ていて、土日の利用率は 92％であった。申込みは 100％だが、８％

は雨で使用ができなかったということである。平日の利用率は、

13％であった。ここの施設はバイパスを横断しなくてはいけない

し、主にサッカー利用で保護者が車で子どもたちを連れてきてい

るので、平日は利用が少ない。13％という数字は夏休み期間中の

利用である。ナイター設備もないので、平日は利用が進まない。 

 芝は、土日に使われて、平日に養生されていることになるが、

サッカー協会の方からは、「利用されすぎて芝が傷んでいる。もう

少し養生期間をもった方がよい。」と提言をいただいている。今年

度 500 万円弱の芝の管理費だったが、来年度は 100 万円ほどの増

である。将来的にわたって使うことができるように、大切に維持

管理を進めていきたい。 

 

◇委員長 

 使うときと養生期間とのかねあいは難しい。 

 

◆事務局 

 協会の方は、12月から約半年間は養生した方がよいと言われる。 

 

◆事務局 

 刈谷のサッカー場は養生期間をとるとともに、平日は貸し出し

をしていない。土日のみの貸し出しである。みどり浜緑地もその



ようにしていくのかどうか、検討していかなくてはならない。 

 

◇委員長 

 みどり浜緑地へ行くときに 366 号のバイパスを横断していくの

が心配である。信号を設けることはできないか。 

 

◆事務局 

 藤江小学校を中心に活動している東浦キッズというサッカーチ

ームは、保護者送迎ではない。杉浦木工のところの交差点の一つ

南の押しボタン信号のある堤防道路を利用してみどり浜緑地へ行

くように指導してくださっている。緒川の東光サッカークラブや

卯ノ里サッカークラブは、遠くからみえるので、保護者送迎が中

心になっている。駐車場不足が現状では課題になっている。 

 

◇委員 

 利用者は少ない車で行くことができるように工夫している。 

 

◆事務局 

 地元から防災交通課に要望が出ていると思うが、県の公安委員

会も優先順位があり、なかなか難しい。 

 

◇委員長 

 子どもたちがサッカーや野球でよく利用するようになると、現

状では心配である。機会があれば、要望していただきたい。 

 

◇委員長 

 議題１へのさらなる意見がないことを確認し、議題１の審議終

了を宣告。 

次第に従い、議事を進める。議題２「その他」について予定がな

いことを確認し、議事の終了を宣告。 

 

◆事務局 

平成 28 年度の第１回を５月 26 日（木）に予定していることを

伝え、午前 11時 35分に閉会を宣告。 

 

備考 なし 

 


